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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月6日(2018.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部電源が供給され、トランジスターの仕事関数差に基づき生成された基準電圧を生成
する少なくとも１つの基準電圧生成回路を有し、前記基準電圧生成回路により生成された
前記基準電圧を電源電圧として供給する電源回路と、
　前記電源回路から前記電源電圧が供給されて動作するデジタル温度補償発振回路と、
　を含み、
　前記デジタル温度補償発振回路は、
　温度センサー部からの温度検出電圧のＡ／Ｄ変換を行い、温度検出データを出力するＡ
／Ｄ変換部と、
　前記温度検出データに基づいて発振周波数の温度補償処理を行い、前記発振周波数の周
波数制御データを出力する処理部と、
　前記処理部からの前記周波数制御データと振動子を用いて、前記周波数制御データによ
り設定される前記発振周波数の発振信号を生成する発振信号生成回路と、
　を有することを特徴とする回路装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の回路装置において、
　前記発振信号生成回路は、
　前記周波数制御データのＤ／Ａ変換を行い、前記発振周波数の周波数制御電圧を出力す
るＤ／Ａ変換部と、
　前記振動子を発振させる発振回路と、
　を有し、
　前記電源回路は、
　前記少なくとも１つの前記基準電圧生成回路として、
　前記仕事関数差に基づき生成された第１の基準電圧を、第１の電源電圧として前記Ａ／
Ｄ変換部に供給する第１の基準電圧発生回路と、
　前記仕事関数差に基づき生成された第２の基準電圧を、第２の電源電圧として前記処理
部に供給する第２の基準電圧発生回路と、
　前記仕事関数差に基づき生成された第３の基準電圧を、第３の電源電圧として前記Ｄ／
Ａ変換部に供給する第３の基準電圧発生回路のうちの、少なくとも１つを有することを特
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徴とする回路装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の回路装置において、
　前記基準電圧に基づいて基準電流を生成する基準電流生成回路を含み、
　前記発振信号生成回路は、
　前記基準電流に基づく駆動電流により前記振動子を発振させる発振回路を有することを
特徴とする回路装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の回路装置において、
　前記基準電流生成回路は、
　高電位側電源ノードと第１のノードの間に設けられる第１のトランジスターと、
　前記第１のノードと第２のノードの間に設けられる第２のトランジスターと、
　前記基準電圧が第１の入力ノードに入力され、第２の入力ノードが前記第２のノードに
接続され、出力ノードが前記第１のトランジスターのゲートに接続される第１の演算増幅
器と、
　前記第１のノードの電圧を設定するための所定電圧が第１の入力ノードに入力され、第
２の入力ノードが前記第１のノードに接続され、出力ノードが前記第２のトランジスター
のゲートに接続される第２の演算増幅器と、
　を有することを特徴とする回路装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の回路装置において、
　前記少なくとも１つの前記基準電圧生成回路は、
　第３のトランジスターと、
　前記第３のトランジスターとはゲート電極の導電性が異なる第４のトランジスターと、
　前記第３のトランジスター及び前記第４のトランジスターに電流を供給するカレントミ
ラー回路と、
　前記第３のトランジスターと前記第４のトランジスターとの仕事関数差電圧に対応する
電圧が一端に印加される第１の抵抗と、
　電源用ノードと前記第１の抵抗の前記一端との間に設けられ、前記第４のトランジスタ
ーのドレイン電圧に基づきゲート電圧が制御される第５のトランジスターと、
　を有し、
　前記第１の抵抗の前記一端の電圧を前記基準電圧として出力することを特徴とする回路
装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の回路装置において、
　前記電源用ノードは、高電位側電源ノードであることを特徴とする回路装置。
【請求項７】
　請求項５に記載の回路装置において、
　前記少なくとも１つの前記基準電圧生成回路は、
　第６のトランジスターと、
　前記第６のトランジスターとはゲート電極の導電性が異なる第７のトランジスターと、
　前記第６のトランジスター及び前記第７のトランジスターに電流を供給するカレントミ
ラー回路と、
　前記第６のトランジスターと前記第７のトランジスターとの仕事関数差電圧に対応する
電圧が一端に印加される第２の抵抗と、
　高電位側電源ノードと前記第２の抵抗の前記一端との間に設けられ、前記第７のトラン
ジスターのドレイン電圧に基づきゲート電圧が制御される第８のトランジスターと、
　を有し、
　前記第２の抵抗の前記一端の電圧を前記電源用ノードに出力することを特徴とする回路
装置。
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【請求項８】
　請求項５に記載の回路装置において、
　前記少なくとも１つの前記基準電圧生成回路は、
　第９のトランジスターと、
　前記第９のトランジスターとはゲート電極の導電性が異なる第１０のトランジスターと
、
　前記第９のトランジスター及び前記第１０のトランジスターに電流を供給するカレント
ミラー回路と、
　高電位側電源ノードと前記第１０のトランジスターのゲートとの間に設けられ、前記第
１０のトランジスターのドレイン電圧に基づきゲート電圧が制御される第１１のトランジ
スターと、
　を有し、
　前記第９のトランジスターと前記第１０のトランジスターとの仕事関数差電圧に対応す
る電圧である前記第１１のトランジスターのドレイン電圧を、前記電源用ノードに出力す
ることを特徴とする回路装置。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載の回路装置において、
　前記第５のトランジスターはデプレッション型のトランジスターであることを特徴とす
る回路装置。
【請求項１０】
　請求項５乃至９のいずれか一項に記載の回路装置において、
　前記少なくとも１つの前記基準電圧生成回路は、
　前記第５のトランジスターのゲートノードと低電位側電源ノードとの間に設けられるキ
ャパシターを有することを特徴とする回路装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の回路装置と、
　前記振動子と、
　を含むことを特徴とする発振器。
【請求項１２】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載された回路装置を含むことを特徴とする電子機
器。
【請求項１３】
　請求項１２に記載された電子機器において、
　前記外部電源を供給するスイッチングレギュレーターを含むことを特徴とする電子機器
。
【請求項１４】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の回路装置を含むことを特徴とする移動体。
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